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資料２ 



１．震災廃棄物等処理の進捗状況と見通し 

（１） 発生量と処理目標等 

  ◎発生量 ： 震災廃棄物135万トン，津波堆積物130万トン 

  ◎目標 ： 発災から１年以内の撤去完了，３年以内の処理完了 

  ◎処理の特徴 

   ○『自己完結型』の処理 

    ⇒ 仙台市域内で処理完結 

   ○地元業者への発注 

    ⇒ 地域の復旧を地域経済の復興へ繋げる 

   ○リサイクルの推進（50％以上），環境への配慮・安全の確保 
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   がれき等搬入場  ： 津波により被災した沿岸３箇所計103ha 
   震災ごみ仮置き場 ： 各区ごとに１箇所（延べ８箇所）計７ha 

１．震災廃棄物等処理の進捗状況と見通し 

蒲生搬入場 

33.1ha 

荒浜搬入場 

31.8ha 

井土搬入場 

38.5ha 

   ：仮設焼却炉設置場所 

搬入場詳細図 
鶴ヶ谷中央公園：4,300 m2 

今泉野球場：12,000 m2 
西中田公園野球場：7,800 m2 

西花苑公園野球場：5,600 m2 

将監公園野球場：
7,600m2 

若林日辺グラウンド：10,000 m2 

日の出町公園野球場：13,000 m2 

中山台１号緑地：11,000 m2 
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 震災ごみ仮置き場 

○がれき等搬入場と震災ごみ仮置き場の設置状況 
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10種類以上に細分別後保管，リサイクル・処理 

がれき等撤去現場 

がれき等搬入場 

１．震災廃棄物等処理の進捗状況と見通し 
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最終処分(市埋立処分場) 

震災ごみの自己搬入 

資源物 

分別（可燃物・不燃物・資源物）後搬入 

可燃物 

仮設焼却施設 

震災ごみ仮置き場等 

分別後保管，リサイクル・処理 

不燃物 可燃物 資源物 不燃物 

既設清掃工場 

リサイクル 50％以上 最終処分（市内民間埋立処分場） 

可能な限り分別後搬入 

○震災廃棄物等の撤去・処理のフロー 

焼却灰 



１．震災廃棄物等処理の進捗状況と見通し 

（２） 撤去 

  ◎損壊家屋等を除き完了 

   ○がれき等 ： 昨年中に完了（宅地内は７月中，農地内は12月中にそれぞれ完了） 

   ○津波堆積物 ： 平成24年３月に完了 

   ○損壊家屋等の解体 ： 平成24年度も引き続き実施 

     ・申請9,734件，うち6,682件解体・撤去済み（平成24年５月15日現在） 

     ・解体・申請期限は宅地復旧事業等を考慮し，平成24年９月28日（金）まで延長 

     ・損壊家屋等の解体・撤去事業全体の完了目標は平成25年３月※ 

      ※「復興施策に関する事業計画と行程表」（平成23年11月環境省）による 
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１．震災廃棄物等処理の進捗状況と見通し 
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（３） 処理・リサイクル 

 ◎ほぼ全ての品目の処理・リサイクルについて着手済み 

   ⇒ 処理・リサイクル済みの震災廃棄物 ： 27.2万トン 

     （処理13.5万トン／リサイクル13.7万トン。平成24年５月15日現在） 

   ⇒ 発生量に対する処理・リサイクル済み率 ： 20.1％ 

   ○処理・リサイクル完了時期の見通し ： 焼却が平成25年夏頃，これ以外が同年秋頃 

   ○津波堆積物の有効活用 ： 平成25年９月頃を目標として関係部署と調整中 

（４）搬入場の原状復旧 

 ◎東部地区の復興事業に円滑に引き継ぐため， 

   平成25年10月頃に着手，平成26年３月の完了を目指す 
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○震災廃棄物の撤去・処理率 
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撤去率

処理率

7/末　宅地内の
がれき撤去終了

6/10　家屋の
解体・撤去開始

12/末　農地内のがれき撤去終了
※津波漂着物（がれき）撤去完了

～9月　仮置き場内の
震災ごみ等，並びに，腐敗
商品等の処理完了

10月～搬入場仮設焼却炉による処理開始
（12月～全3炉稼動）

3月～搬入場コンクリート
くずのリサイクル開始

5/15現在
処理率20.1％

現在，家屋の解体・撤去（H25.3ま
で），残がれき撤去(H24.9まで）継
続実施中

撤去率 処理率

4/22　宅地内の
がれき撤去開始

7/1　農地内の
がれき撤去開始



２．市域外がれきの受入れ 
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（１） 背景 

○本市の震災廃棄物（以下「がれき」という。）の処理は，目下順調に進捗し，焼却処理
については平成25年夏ごろには前倒しで作業を完了する見通し 

⇒こうした焼却処理等に係る余力を最大限活用し，県内被災市町の１日も早い復旧・復
興に資するため，市域外からがれきを受け入れ，処理を行う 

（２） 基本的な考え方 

①市域外からがれきを受け入れる場合でも，「搬入場」の原状復旧目標
（平成26年３月）は変更しない 

・「搬入場」の原状復旧を段階的に進めることにより，当初目標を変更せずに仮設焼
却施設の稼動期間を最大限に確保 

⇒仮設焼却施設の撤去等には，少なくとも３ヶ月程度要すると見込まれるため，最長
で平成25年12月まで焼却処理の継続が可能 



２．市域外がれきの受入れ 
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（２） 基本的な考え方 

②受け入れたがれきは焼却処理から最終処分まで一貫して実施する 

・仮設焼却炉を平成25年12月まで稼動させる場合，約８万トンの追加焼却が可能 

・既設の清掃工場も活用した場合には，さらに約２万トンの上積みが可能 

⇒以上，合計最大10万トンを処理した場合に生じる焼却灰は，石積埋立処分場が有
する残余容量で十分対応が可能 

③がれきの具体的な受入量は，焼却処理に係る余力並びに石積埋立処
分場の残余容量をベースに検討する 

④受け入れるがれきは，本市と同様の性状・分別レベルのものとする 

・宮城県が整備する二次仮置き場において適切に破砕・選別処理が行われたがれき
を受け入れ，本市の焼却施設に直接投入 



２．市域外がれきの受入れ 
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（３） 受入れ方針 

◎県内で最もがれきの発生量が多い石巻ブロック（石巻市・東松島市・女
川町）から木くず等を中心とした可燃物を最大10万トン受け入れる 

 ※現時点における本市のがれき焼却処理予定量は推計約24万トン。 

   今回，市域外のがれきを受け入れることによって合計約34万トン（40％増）となる見通し 

◎宮城県等と搬入・処理計画の詰めを急ぎ，早ければ本年７月には受入
れを開始し，市内のがれきと並行して処理を進める 

破砕・選別後の木くず等の可燃物 破砕施設 



○地震・津波によるがれき撤去等の経緯 

H23/3/11 

5/16 仮設焼却施設の賃貸借契約締結（480t/日） 

3/30 本格的な処理開始 

3/30 人命救助に係るがれき等撤去開始⇒6月終了 
が
れ
き
等 

搬
入
場
整
備 

3/12 搬入場の用地の選定・確保着手 
3/26 搬入場の造成・整備着手 

3/30 搬入場受入開始 

4/22 

4/1 仮設焼却施設の設置決定 

10/1 蒲生・井土搬入場仮設焼却施設稼動 

4/22 宅地内がれき等撤去開始⇒7月終了 

7/1 農地内がれき等撤去開始⇒12月終了 

損
壊
家
屋
等 

5/23 損壊家屋等解体・撤去申請受付開始⇒6/10着手 

8/22 損壊ブロック塀の解体・撤去申請受付開始⇒9/26着手 

    4/22 全搬入場受入開始 

10/1 がれき等撤去開始 
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12/1 荒浜搬入場仮設焼却施設稼動 

12/1 枯死木の伐採・撤去申請受付開始 

    ⇒12/19着手 

参考資料 



○ごみ・し尿処理体制の復旧の経緯 

H23/3/11 発災 

3/14 清掃工場稼動開始  ⇒  4/24 清掃工場全焼却炉稼動 

3/15 家庭ごみ・し尿収集開始 

4/4 紙類収集開始 

4/25 プラスチック製容器包装収集開始 

5/2 粗大ごみ等受付再開 

5/9 

5/9 工場・埋立処分場への自己搬入再開 

3/12 指定避難所等※の仮設トイレのし尿収集開始 

3/29 缶・びん・ペットボトル等収集開始 

3/13 指定避難所等※ごみ収集開始 

3/15 震災ごみ仮置き場開設（各区ごとに１箇所，延べ８箇所） 5/10 閉鎖 

3/24 浸水地域の濡れた家財等の収集開始 5/23 高齢者世帯等の 

    震災ごみ収集開始 

震
災
ご
み 

ご
み
・し
尿 
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※避難所開設数 288箇所
（３月14日最大値）， 

 避難者数 105,947人（３
月12日最大値） 
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